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北琉球奄美与路島与路方言の格標識
重野裕美・白田理人
１．はじめに
与路方言は奄美大島の南の島嶼部に位置する与路島（鹿児島県大島郡瀬戸内町、以下地
図参照）で話されており、琉球語の北グループに属することばである。格は名詞句に後続し、
文中における名詞と他の語との意味的・統語的な関係を示す標識の体系である。奄美大島
の瀬戸内町の格標識の記述としては、加計呂麻島芝方言の三石（1983）、瀬戸内町内の24
地点を扱っている野原（1989）などがある。本稿は、与路方言を対象に、これまで報告の
少なかった格標識について、形式と意味・機能の観点から記述する。本稿で対象とする格
標識は次頁の表のとおりである。
北琉球
南琉球
喜界島
徳之島
沖永良部島
与論島
奄美大島
与路島
加計呂麻島
請島
図	１　与路島の位置1
本稿の内容について、２節から４節まで記述の前提であり、２節は本稿で用いたデータ
について、３節は与路方言の話される与路島について、４節では本稿で用いる表記法につ
いて述べる。５節では本稿で扱う格助詞に関わる形態音韻論的交替について概観する。６
節は各標識の分布と機能の議論の前提として、主格／対格の認定について述べる。７節で
は有生性階層と格標識の分布との関連について整理する。８節で格標識の機能について形
式ごとに記述する。９節はまとめと課題である。
２．データの概要
本稿は、執筆者による臨地調査に基づいており、与路集落出身の90代男性１名、90代女
1　	国土地理院発行の地図データをもとにThomas	Pellard氏（フランス国立科学研究所）が作成した地図
を適宜加筆・修正して用いている。
−	120	−
性１名、80代男性１名を調査協力者とした聞き取り調査から得たデータを用いている2。調
査項目は益岡・田窪（1992）、Niinaga（2014）、白田（2016a・b）、重野・白田（2016）を
参照して選定した。以下、本稿で扱う与路方言の格標識の機能ラベルと代表形を示す。
表１　与路方言の格標識
機能ラベル 主格１ 主格２ 属格１ 属格２ 対格 与格 具格
形式 =ga =nu =nu =ga φ =n =shi
機能ラベル 共格 処格１ 処格２ 方向格 奪格 比較格 比較格
形式 =tu =nan =nantï =kach =kara =gadï =ikma
３．与路島について
与路島は奄美群島に属する島であり、奄美大島の南に位置する。近隣には加計呂麻島や
請島がある。
与路集落は56世帯あり、住民は86人（男性34人、女性52人）である3。伝統的方言を聞い
て理解し、ある程度方言を用いて会話することが可能な話者は50歳以上だと考えられる。
さらに、日常的に方言を用い、伝統的な語彙や方言敬語も含めた会話が可能な話者となる
と70歳以上である。（ただし、50歳未満の話者にも流暢に方言を話す話者も存在する。）島
内には50歳以上の住民が多い。若い世代は奄美大島の瀬戸内町古仁屋集落を中心に移住し
ている。
2　	本研究はJSPS科研費JP24720180「琉球語奄美方言文法記述のための基礎研究」、JSPS科研費
JP15K16754「与路島・請島を中心とした奄美大島方言の記述的研究」、JSPS科研費15J02695「北琉球
諸語の文法記述・ドキュメンテーション及び歴史的研究」の助成を受けている。
3　2016年６月末現在：瀬戸内町役場調べ。
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図２　奄美大島周辺図及び旧行政区4
４．表記法
基本的に小川（2015）の表記法に従う5。形態素境界についいて、接辞境界を「-」で、接
語境界を「=」で、複合語境界を「+」で示す6。なお、格標識が無標の場合は例文上には表
記せず、グロス上で直前または直後の形態素とまとめて記す。
語末は長短の区別がないが、音声実現のままに記している。特に文末は長母音で現れや
4　地図は地図作成ソフトKenMapより作図した。
5　	変更点として、（借用語中に見られる）音節末鼻音と母音／接近音の連続の間には、.を挿入して音節境
界を標示する（e.g.	shen.yen	/ɕen.jen/「千円」）。また、口蓋化子音を音節初頭子音に、半狭前舌母音を
音節核に持つ場合の表記として、Cyeを追加している（e.g.	 torye	/toɾʲe/「喧嘩」、yorye	/yoɾʲe/「寄り
合い」）。
6　	接語境界が子音と母音の間にあるとき（...C=V...）、及び、接辞境界が子音と接近音（y,	w）の間にある
とき（...C-G...）音節境界と一致する（e.g.	 iky-u-s=ikma	/i.kʲus.ik.ma/「行くのより」、ik-wa	/ik.wa/「行
けば」）。
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すい。また、閉音節の主母音は長短の区別が中和しており、音声上は半長母音と短母音と
でゆれがあるが、短母音に統一して表記している。
与路方言の音素一覧を以下に示す。括弧内の音素は借用語にしか現れない音である。
⃝　母音：/i/,	/ï/,	/e/[e~ë],	/a/,	/o/,	/u/,	/iː/,	/ïː/,	/eː/[eː~ëː],	/aː/,	/oː/,	/uː/
⃝　	子音：/p/[p~pʔ],	/b/,	/pʲ/[pʲ~pʔʲ],	/bʲ/,	/t/,	/tʔ/,	/d/,	/tɕ͡/,	/tɕ͡ʔ/,	/dʑ͡/,	/kʲ/,	/kʔʲ/,	/ɡʲ/,	
/k/,	/kʔ/,	/ɡ/,	/kʷ/,	/kʔʷ/,	/ɡʷ/,	（/ts/,	/dz/,）/ɸ/,	/s/,	/ɕ/,	/ç/,	/h/,	/m/,	/mʲ/,	/n/
[n~ŋ~V˜],	/ɲ/,	/ɾ/,	/ɾʲ/,	/j/,	/w/
音素表記と単音の表記が異なるものについて、対応を以下に示す7。
⃝　表記：/iː/	=	ii,	/ïː/	=	ïï,	/eː/	=	ee,	/aː/	=	aa,	/oː/	=	oo,	/uː/	=	uu,	/pʲ/	=	py,	/bʲ/	=	
by,	/tʔ/	=	t’,	/tɕ͡/	=	ch,	/tɕ͡ʔ/	=	c’h,	/dʑ͡/	=	j,	/kʲ/	=	ky,	/kʔʲ/	=	k,	/ɡ/	=	g,	/ɡʲ/	=	gy,	
/kʔ/	=	k’,	/ɡ/	=	g,	/kʷ/	=	kw,	/kʔʷ/	=	k’w,	/ɡʷ/	=	gw,	/ɸ/	=	hw,	/ɕ/	=	sh,	/ç/	=	hj,	
/mʲ/	=	my,	/ɲ/	=	ny,	/ɾ/	=	r,	/ɾʲ/	=	rj,	/j/	=y
５．形態音韻論的交替
与路方言の格助詞に関わる形態音韻論的交替について概説する。
まず、先行する形式の末尾音を条件とする交替について述べる。主格助詞２／属格助詞
１の=nuは、母音に後続する環境では助詞の末尾のuが脱落する。処格助詞１=nan及び処
格助詞２=nantïは、母音に後続する環境では話者によって助詞の初頭音がrと交替する。
奪格助詞=kara及び方向格助詞=kachでは、母音に後続する環境では助詞の初頭拍kaが脱
落する。また、与格助詞=nに先行する名詞が子音終わりの場合、形態素境界に母音が挿
入される。以下の表に異形態の環境と語例を示す。
表２　格標識の形態音韻論的交替
機能 先行音 異形態 例
主格２／
属格１
子音 =nu /nimot/「荷物」+/=nu/→nimot=nu
母音8 =n /awï/「雨」+/=n/→awï=n
7　	ただし、前舌狭母音/i/,	/iː/に先行する口蓋化音/pʲ/,	/bʲ/,	/kʲ/,	/kʔʲ/,	/ɡʲ/,	/ç/,	/mʲ/,	/ɲ/,	/ɾʲ/,は非口
蓋化音p,	b,	k,	k’,	g,	h,	m,	n,	rで表記している。小川（2015）に従い、重子音は各表記の最初の子音字
を重ねて表記する（e.g.	watt’as=shi	/wattʔaɕɕi/「私たち二人で」小川（2015）参照）。
8　ただし、二重母音Viの後には異形態=nuが分布する（e.g.	shenshei=nu「先生の」）。
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処格１
子音 =nan /koominkan/「公民館」+/=nan/→koominkan=nan
母音 =nan	~	=ran /yawa/「山」+/=nan/→yawa=nan	~	yawa=ran
処格２
子音 =nantï /koominkan/「公民館」+
/=nantï/→koominkan=nantï
母音 =nantï	~	=rantï /yaa/「家」+/=nantï/→yaa=nantï	~	yaa=rantï
奪格
子音 =kara /tïn/「空」+/=kara/→tïn=kara
母音 =ra /nawa/「今」+/=kara/→nawa=ra
方向格
子音 =kach /koominkan/「公民館」+
/=kach/→koominkan=kach
母音 =ch /hawa/「浜」+/=kach/→hawa=ch
与格
子音 V=n /kaasan/「母さん」+/=n/→kaasanu=n
母音 =n /ututu/「弟」+/=n/→ututu=n
奪格助詞=karaと方向格助詞=kachは、無声阻害音に後続する場合、初頭音が喉頭化する
ことがある（e.g.	/mik/「右」+/=kach/→mik=k’ach,	/mich/「道」+/=kara/→mich=k’ara,）。
末尾音が子音である格助詞は、後続形式によってさらに交替を示す。添加助詞=mが後続
する場合、母音iが挿入される（e.g.	与格助詞/=n/+/=m/→=ni=m）。また、方向格=kach
の末尾音chは、歯茎阻害音が後続する場合に完全同化し、歯茎鼻音が後続する場合tと交替
する（e.g.	/=kach/+断定助詞/=do/→=kad=do,	/=kach/+属格助詞１/=nu/→=kat=nu）。
その他の有声音が後続する場合には有声化してjで現れる。加えて、音節末尾音は後続す
る形式の初頭音が両唇音の場合はmで現れる。
６．主格と対格の認定
主語・目的語は統語的な特徴（再帰代名詞との照応、尊敬動詞との関係、関係節化の可
否など）によって定義し、峻別すべきであるが、現時点ではそのためのデータが十分でない。
特に目的語については統語的特徴から定義するのが困難である可能性がある。本稿では、
主格／対格について以下のように便宜的な定義を行う。
まず、主格については、動作主項を標示しうる助詞として=ga/=nuが見られる（８.１節
参照）ため、この二つを主格助詞と認定し、（統語的なテストでは主語とは分析されない
可能性のある例も含めて）主格助詞の分布と機能について記述することにする。次に、対
格についてであるが、典型的な他動詞（動作主と被動者を項としてとる客体状態変化動詞）
文の被動者は音形を伴う標示を受けない（８.２節参照）ため、動詞の項でありかつ無標で
あることを以て対格形と認定し、その機能を論じることにする。
なお、文内に無標で現れる名詞句としては、名詞修飾部、名詞述語の主要部、時の状況語、
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数量詞があるが、名詞修飾部は主要部名詞句が後続することにより峻別が可能であり、名
詞述語の主要部は（随意的に）コピュラや文末助詞を伴って述語をなすことからそれと分
かり、時の状況語及び数量詞は動詞の項でないこと及び意味的／形態的特徴から対格形と
区別でき、また、その他の項は有形の標示を受けるため、無標の対格形と見分けることが
できる9。
７．有生性階層と格助詞の分布
通言語的に名詞句が有生性階層と呼ばれる階層をなし、この階層に占める位置に応じて形
態的・統語的に異なるふるまいを示すことが指摘されている（Silverstein1976,	Corbett2000,	
角田2009）。琉球語においては、複数標示及び主格助詞、名詞修飾標示（属格助詞を含む）
の分布が有生性階層に従うことがPellard（2010）、Shimoji（2011）、新永（2013）、Niinaga
（2014）、徳永（2014）、重野・白田（2016）で示されている。
与路方言の主格助詞（=ga/=nu）の分布10と、属格助詞（=nu/=ga）を含む名詞修飾標
示の分布も、ホストとなる名詞句の階層上の位置によって制限されている。有生性階層と
標識の分布の対応は大まかには以下表のようにまとめられる。
表３　与路方言の有生性階層と主格助詞・名詞修飾標示の分布
ヒト モノ
代名詞 固有名 親族呼称 その他
主格助詞 =ga =ga =ga =ga	〜	=nu
名詞修飾標示 特殊形／=ga／無標 無標 =nu
以下、６.１節で主格助詞について、６.２節で名詞修飾標示について、有生性階層との関
わりについて例を示しながら詳述する。
７.１　主格標識
主格標識には、主格助詞１=gaと主格助詞２=nuの２つの形式がある。主格助詞１=ga
は有生性階層上の位置に関わらず用いうるのに対し、主格助詞２=nuは親族呼称以外のヒ
ト名詞、動物名詞及び無生名詞にのみ用いられる。以下、まず主格助詞１=gaについて、
	 9　	ただし、命令文／勧誘文では主格助詞が現れず無標になる（８.１節参照）。この場合も、述語形と、
名詞句の指示対象が聞き手あるいは話し手を含むことから、対格形との区別は可能である。
10　	「名詞修飾標示」という分類に合わせて、こちらも「主語標示」とした方が統一的ではあるが、６節で
述べたように統語的な主語の定義を行っていないため、ここでは主格助詞の分布として述べるに留め
る。
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代名詞、固有名、親族呼称、その他の順に例文を示す。
（１）　kun	 shigutu=ya	 wa=ga	 shaa=doo.［代名詞（１人称）］
この	 仕事=TOP	 1.SG=NOM1	 する.PST=ASS
「この仕事は私がしたよ。」
（２）　kun	 shigutu=ya	 ora=ga	 shii=naa?［代名詞（２人称）］
この	 仕事=TOP	 2.SG=NOM1	 する.PST=YNQ
「この仕事はお前がしたのか？」
（３）　ar=ga	 takashi	 yaa=doo.［代名詞（モノ指示）］
あれ=NOM1	 タカシ	 家=ASS
「あれがタカシの家だよ。」
（４）　taa=ga	 nïp-tur?［代名詞（ヒト疑問）］
誰=NOM1	 眠る-PROG.NPST
「誰が眠っている？」
（５）　dïr=ga	 takashi	 yaa?［代名詞（モノ疑問）］
どれ=NOM1	 タカシ	 家
「どれがタカシの家？」
（６）　takashi=ga	 nïp-tud=doo.［固有名（ヒト）］
タカシ=NOM1	 眠る-PROG.NPST=ASS
「タカシが眠っているよ。」
（７）　kun	 shigutu=ya	 ossho=ga	 shii=naa?［親族呼称］
この	 仕事=TOP	 おじいさん=NOM1	 する.PST=YNQ
「この仕事はおじいさんがしたのか？」
（８）　un	 tonari=nan=nya	 oya=ga	 nïp-tud=doo.［その他（親族）］
その	 隣=LOC1=TOP	 親=NOM1	 眠る-PROG.NPST=ASS
「その隣には親が眠っているよ。」
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（９）　ututu=ga	 nïp-tud=doo.［その他（親族）］
弟=NOM1	 眠る-PROG.NPST=ASS
「弟が眠っているよ。」
（10）　sek	 sh-u-n	 c’hu=ga	 yad-dur.［その他（ヒト）］
大工.ACC	 する-NPST-ADN	 人=NOM1	 休む-PROG.NPST
「大工をする人が休んでいる。」
（11）　sek+sha=ga	 ya=n	 na=ch	 ic-c’hic-c’ha=doo.［その他（ヒト）］
大工+する.NMLZ=NOM1	 家=GEN1	 中=ALL	 入る-てくる.PST=ASS
「大工が家の中に入ってきたよ。」
（12）　an=nan	 megane=ga	 utï-tu-m=chi.［その他（モノ）］
あれ=LOC1	 眼鏡=NOM1	 落ちる-PROG.NPST-MOOD=QUOT
「あそこに眼鏡が落ちているって。」
（13）　yaa=nan	 hana=ga	 ad=doo［その他（植物）］
家=LOC1	 花=NOM1	 ある.NPST=ASS
「家に花があるよ。」
（14）　kyuu=ya	 kaje=ga	 c’huu-sa=yaa.［その他（自然現象）］
今日=TOP	 風=NOM1	 強い-ADJ=SFP
「今日は風が強いね。」
次に、主格助詞２=nuについて例文を示す。主格助詞２=nuは有生性階層のうちの下位
の名詞（ヒト代名詞、固有名、親族呼称以外）に限られている。
（15）　takashi	 dush=nu	 ic-c’hic-c’ha=doo.［その他（ヒト）］
タカシ	 友=NOM2	 入る-てくる-PST=ASS
「タカシの友達が入ってきたよ。」
（16）　ama=nan	 yinga=n	 c’hu=n	 t’ar	 tac-chur.［その他（ヒト）］
あそこ=LOC1	 男=GEN1	 人=NOM2	 二人	 立つ-PROG.NPST
「あそこに男の人が二人立っている。」
−	127	−
（17）　ora=ya	 hagi=n	 naga-sa=yaa.［その他（身体部位）］
2.SG=TOP	 足=NOM2	 長い-ADJ=SFP
「お前は足が長いね。」
（18）　ïn=nu	 nïp-tud=doo.［その他（動物）］
犬=NOM2	 眠る-PROG.NPST=ASS
「犬が眠っているよ。」
（19）　mush=nu	 tu-dud=doo.［その他（動物）］
虫=NOM2	 飛ぶ-PROG.NPST=ASS
「虫が飛んでいるよ。」
（20）　yaa=nan	 hana=n	 a-m.［その他（植物）］
家=LOC1	 花=NOM2	 ある.NPST-MOOD
「家に花がある。」
（21）　nu=n	 utï-tur?［その他（モノ疑問）］
何=NOM2	 落ちる-PROG.NPST
「何が落ちている？」
（22）　an=nan	 hak=nu	 ad=doo.［その他（モノ）］
あれ=LOC1	 箱=NOM2	 ある.NPST=ASS
「あそこに箱があるよ。」
７.２　名詞修飾標示
名詞の修飾部は、属格助詞１=nu、属格助詞２=gaで標示される他、一部の代名詞は特
殊な所有形をもち、また有生性の高い名詞は、被修飾部の名詞句に前置されるだけで、音
形を持った標示を受けることなく修飾部として機能する。以下、名詞修飾標示ごとに、有
生性階層に照らして高い位置に分布するものから順に例を示す。
まず、以下に、代名詞の特殊な所有形の例を示す。特殊な所有形を持つ代名詞には１人
称代名詞単数、２人称代名詞尊敬単数、ヒト疑問代名詞（誰）がある11。
11　	代 名 詞 単 独 形 に=ga/=nuを 後 続 さ せ る と、 そ れ ぞ れ*wan=ga/*wan=nu、*nam=ga/*nam=nu、
*tar=ga/*tan=nuという形が予測されるが、これらと異なる形が用いられているため、特殊な所有形
と分析している。
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（23）　waa	 tïï［１人称代名詞単数］
1.SG.POSS	 手
「私の手」
（24）　naa	 tïï［２人称代名詞尊敬単数］
2.SG.HON.POSS	 手
「あなたの手」
（25）　taa	 tïï=kai?［ヒト疑問代名詞（誰）］
誰.POSS	 手=DUB
「誰の手か？」
次に、属格助詞２の=gaは、代名詞のうち、末尾がrの形式（指示代名詞単数、人称代
名詞双数）に用いられる12。以下に例を示す。
（26）　ar=ga	 tïï［指示代名詞単数］
あれ=GEN2	 手
「彼の手」
（27）　watt’ar=ga	 tïï［人称代名詞双数］
1.DU=GEN2	 手
「私たち二人の手」
ヒトを指すその他の代名詞及び固有名、親族呼称は、無標（並置）により名詞を修飾す
る13。以下に例を示す。
12　	人数を表す表現に属格２=gaが後接し、所有関係を表す例も認められた（e.g.	wan+c’hur=ga	shigutu	
1.sg+一人=gen2	仕事「私一人の仕事」、an	t’ar=ga	shigutuあの	二人=	gen2	仕事「あの二人の仕事」、
an	michar=ga	shigutu	あの	三人=	gen2	仕事「あの三人の仕事」）。この例を有生性階層のどこに配置
するかは、類例を追加した上で分析を重ねないと現時点では判断できない。なお、所有関係ではなく
人数を表す場合には属格１=nuが使われる例が見られた（e.g.	t’an=nu	yinga	二人=gen1「二人の男」）。
13　	現時点では、これが複合でないという積極的な根拠は得られていない。修飾部と主要部の間に他の語
を挿入できるか、といったテストにより、複合語ではないという根拠を得られると予想している。
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（28）　waakya	 tïï［１人称代名詞複数］
1.PL	 手
「私たちの手」
（29）　ora	 tïï［２人称代名詞単数］
2.SG	 手
「お前の手」
（30）　orakya	 tïï［２人称代名詞複数］
2.PL	 手
「お前たちの手」
（31）　naakya	 tïï［２人称代名詞尊敬複数］
2.HON.PL	 手
「あなたたちの手」
（32）　att’a	 tïï［指示代名詞複数］
あれ.PL	 手
「彼らの手」
（33）　toosan	 tïï=ya	 hwut’e-sa=yaa.［親族呼称単数］
父さん	 手=TOP	 大きい-ADJ=SFP
「父さんの手は大きいね。」
（34）　toosan-ta	 tïï=ya	 hwut’e-sa=yaa.［親族呼称複数］
父さん-PL	 手=TOP	 大きい-ADJ=SFP
「父さんたちの手は大きいね。」
（35）　takashi	 tïï=ya	 hwut’e-sa=yaa.［固有名単数］
タカシ	 手=TOP	 大きい-ADJ=SFP
「タカシの手は大きいね。」
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最後に、属格助詞１=nuの例を示す。属格助詞１=nuは有生性階層のうちの下位の名詞
（ヒト代名詞、固有名、親族呼称以外）に用いられる14。
（36）　an	 c’hu=n	 tïï［その他（ヒト単数）］
あの	 人=GEN1	 手
「あの人の手」
（37）　sek+sha=n	 tïï［その他（ヒト単数）］
大工+する.NMLZ=GEN1	 手
「大工の手」
（38）　an	 c’hu-nkya=n	 tïï=ya	 hwut’e-sa=yaa.［その他（ヒト複数）］
あの	 人-PL=GEN1	 手=TOP	 大きい-ADJ=SFP
「あの人たちの手は大きいね」
（39）　waa	 ututu=n	 tïï=ya	 hwut’e-sa=yaa.［その他（親族名詞単数）］
1.SG.POSS	 弟=GEN1	 手=TOP	 大きい-ADJ=SFP
「私の弟の手は大きいね。」
（40）　waa	 ututu-nkya=n	 tïï=ya	 hwut’e-sa=yaa.［その他（親族名詞複数）］
1.SG.POSS	 弟-PL=GEN1	 手=TOP	 大きい-ADJ=SFP
「私の弟たちの手は大きいね。」
（41）　oya=n	 tïï=ya	 hwut’e-sa=yaa.［その他（親族名詞単数）］
親=GEN1	 手=TOP	 大きい-ADJ=SFP
「親の手は大きいね。」
（42）　oya-nkya=n	 tïï=ya	 hwut’e-sa=yaa.［その他（親族名詞複数）］
親-PL=GEN1	 手=TOP	 大きい-ADJ=SFP
「親たちの手は大きいね。」
14　ただし、kya複数形には属格１が後接しうる（e.g.	waakya=n	tuch	1.Pl=gen1	妻「うちの妻」）。
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（43）　mya=n	 tïï［その他（動物）］
猫=GEN1	 手
「猫の手」
（44）　mya-nkya=n	 tïï=ya	 hwut’e-sa.［その他（動物）］
猫-PL=GEN1	 手=TOP	 大きい-ADJ
「猫たちの手は大きい」
（45）　y’u=n	 erkye［その他（動物）］
魚=GEN1	 鱗
「魚の鱗」
（46）　an	 kï=n	 shaa=nantï	 mac-c’hud=doo［その他（植物）］
あの	 木=GEN1	 下=LOC2	 待つ-PROG.NPST=ASS
「あの木の下で待っているよ。」
（47）　toogï=n	 yii［その他（モノ）］
鍬=GEN1	 柄
「鍬の柄」
８．格助詞の機能
与路方言の格助詞の機能について、以下、主格、属格、対格、与格、具格、共格、処格、
方向格、奪格、限界格、比較格の順に例を挙げつつ記述する。
８.１　主格
主格は主格助詞１=gaまたは主格助詞２=nuで標示される。主格１=gaは動作・変化・
状態の主体、状態（感情・能力・所有）の対象に用いられる。代名詞のうち、１人称代名
詞単数「私」と疑問代名詞単数「誰」は主格助詞１=gaが後接する場合、語幹が特殊な形
になる（e.g.	wan「私」+	=ga→wa	(a)	=ga「私が」、tar「誰」+	=ga→ta	(a)	=ga「誰が」）。
まず主格１=gaの例文を示す。
（48）　ak’ira=ga	 tsuk’ue	 k’joo-cha-m.［動作の主体］
アキラ=NOM1	 机.ACC	 壊す-PST-MOOD
「アキラが机を壊した。」
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（49）　kun	 shigutu=ya	 wa=ga	 shaa=doo.［動作の主体］
この	 仕事=TOP	 1.SG=NOM1	 する.PST=ASS
「この仕事は私がしたよ。」
（50）　kun	 shigutu=ya	 ora=ga	 shii=naa?［動作の主体］
この	 仕事=TOP	 2.SG=NOM1	 する.PST=YNQ
「この仕事はお前がしたのか？」
（51）　nam=ga	 shii=naa?［動作の主体］
2.SG.HON=NOM1	 する.PST=YNQ
「あなたがしたのか？」
（52）　ta=ga	 ijban	 hary-ur?［動作の主体］
誰=NOM1	 一番	 走る-NPST
「誰が一番（速く）走る？」
（53）　kun	 shigutu=ya	 ta=ga	 shii?［動作の主体］
この	 仕事=TOP	 誰=NOM1	 する.PST
「この仕事は誰がした？」
（54）　isha=ga	 k’urï-ta-n	 kusur	 num-ba	 noo-yud=doo.［動作の主体］
医者=NOM1	 くれる-PST-ADN	 薬.ACC	 飲む-COND	 治る-NPST=ASS
「医者がくれた薬を飲めば治るよ。」
（55）　awï=ga	 hwu-t’ïï.［変化の主体（自然現象）］
雨=NOM1	 降る-PST
「雨が降った。」
（56）　k’unïp=nu	 mii=ga	 shaa=ch	 utï-tï．［変化の主体］
ミカン=GEN1	 実=NOM1	 下=ALL	 落ちる-PST
「ミカンの実が下へ落ちた。」
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（57）　kun	 kasa=ga	 waa	 mun=doo.［状態の主体］
この	 笠=NOM1	 1.SG.POSS	 もの=ASS
「この笠が私のものだ。」
（58）　dïr=ga	 ora	 mun?［状態の主体］
どれ=NOM1	 2.SG	 もの
「どれがお前の？」
（59）　kuma=ya	 umi=ga	 chik’ya-sa-n=kanan	 y’uu=ga	 maa-sar=doo.［状態の主体］
ここ=TOP	 海=NOM1	 近い-ADJ.NPST-ADN=CSL	 魚=NOM1	 旨い-ADJ.NPST=ASS
「ここは海が近いから魚がおいしいよ。」
（60）　nii=ga	 up-sa-tatt’u	 watt’as=shi	 muc-c’ha=doo.［状態の主体］
荷=NOM1	 重い-ADJ-CSL	 1.DU=INST	 持つ-PST=ASS
「荷物が重かったので私たち二人で持ったよ。」
（61）　mii-sa-n	 k’uruma=ga	 ho-shaa.［状態（感情）の対象］
新しい-ADJ.NPST-ADN	 車=NOM1	 欲しい-ADJ
「新しい車が欲しい。」
（62）　mïd=ga	 num-bo-shaa.［状態（感情）の対象］
水=NOM1	 飲む-DES-ADJ
「水が飲みたい。」
（63）　maga=ya	 k’washi=ga	 suk’i.［状態（感情）の対象］
孫=TOP	 菓子=NOM1	 好き
「孫はお菓子が好き。」
（64）　ak’ira=ya	 y’uu+k’wash=ga	 jot.［状態（能力）の対象］
アキラ=TOP	 魚+釣る.INF=NOM1	 上手
「アキラは魚釣りが上手。」
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（65）　takashi=ya	 yeigo=ga	 waka-yur.［状態（能力）の対象］
タカシ=TOP	 英語=NOM1	 分かる-NPST
「タカシは英語が分かる。」
（66）　shamshen+hig=ga	 jod=doo.［状態（能力）の対象］
三味線+弾く.INF=NOM1	 上手=ASS
「三味線弾くのが上手だ。」
（67）　wan=na	 ututu=ga	 c’hur	 wud=doo．［状態（所有）の対象］
1.SG=TOP	 弟=NOM1	 一人	 居る.NPST=ASS
「私は弟が１人居るよ。」
主格２=nuは、主格１=gaと同じく動作・変化・状態の主体に用いられる。一方、状態
（感情・能力・所有）の対象には用いられない点が主格１と異なる。
（68）　takashi	 dush=nu	 it-c’hic-c’ha=doo．［動作の主体］
タカシ	 友=NOM2	 入る-てくる-PST=ASS
「タカシの友達が入ってきたよ。」
（69）　shiryu-sa-n	 tun=nu	 sora	 tu-dur=yaa.［動作の主体］
白い-ADJ.NPST-ADN	 鳥=NOM2	 空	 飛ぶ-PROG.NPST=SFP
「白い鳥が空を飛んでいるね。」
（70）　ïn=nu	 ya=n	 na=ch	 it-c’hic-c’ha=doo．［動作の主体］
犬=NOM2	 家=GEN1	 中=ALL	 入る-てくる-PST=ASS
「犬が家の中に入って来たよ。」
（71）　mush=nu	 tu-dud=doo.［動作の主体］
虫=NOM2	 飛ぶ-PROG.NPST=ASS
「虫が飛んでいるよ。」
（72）　awï=n	 hwu-t’ïï.［変化の主体（自然現象）］
雨=NOM2	 降る-PST
「雨が降った。」
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（73）　nimot=nu	 up-sa-tï	 t’ar=shi	 muc-c’hi.［状態の主体］
荷物=NOM2	 重い-ADJ-SEQ	 二人=INST	 持つ-PST
「荷物が重くて二人で持った。」
（74）　k’inyu=ya	 kaje=n	 c’huu-sa-t’a=yaa.［状態の主体］
昨日=TOP	 風=NOM2	 強い-ADJ-PST=SFP
「昨日は風が強かったね。」
動作の主体であっても、命令文／勧誘文においては主格助詞で標示されず、無標で現れ
ることがある。
（75）　ora15	 hatï	 i-ji	 ko=yoo !［動作の主体］
2.SG	 畑.ACC	 行く-SEQ	 来る.IMP=SFP
「お前が畑へ行って来いよ！」
（76）　watt’ar	 uma=gadï	 harkona+sï-ro=yaa.［動作の主体］
1.DU	 そこ=LMT	 かけっこ+する-INT=SFP
「私たち二人あそこまでかけっこしようね。」
状態の対象については、無標の形でも現れうる。本稿ではこれを対格形と分析している。
（なお、能力可能接辞-ikiry-を使った構文では、能力の対象には主格標示は用いられない。）
（77）　wan=na	 mii-sa-n	 k’uruma	 ho-shaa.［状態（感情）の対象］
1.SG=TOP	 新しい-ADJ.NPST-ADN	 車.ACC	 欲しい-ADJ
「私は新しい車が欲しい。」
（78）　wan=na	 mït	 num-bo-shaa.［状態（感情）の対象］
1.SG=TOP	 水.ACC	 飲む-DES-ADJ
「私は水が飲みたい。」
15　	呼びかけでないという証拠は得られていない。今後呼びかけのイントネーションを調査し、これと対
照することで呼びかけと区別できると予想している。
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（79）　waa	 itoko=ya	 yeigo=n	 hon	 yum-ik’iry-ud=doo.［能力の対象］
1.SG.POSS	 いとこ=TOP	 英語=GEN1	 本.ACC	 読む-POT2-NPST=ASS
「私のいとこは英語の本が読めるよ。」
なお、主格助詞は取り立て助詞（主題=a、焦点=duなど）とは共起せず、取り立て助詞
が名詞句に直接後接する。なお、主格助詞、属格助詞以外の格助詞には取り立て助詞が後
続しうる（それぞれの格助詞の用例参照）。
（80）　ak’ira=ya	 see	 nu-da=doo.［動作の主体］
アキラ=TOP	 酒.ACC	 飲む-PST=ASS
「アキラは酒を飲んだよ。」
（81）　wan=du	 wa-ta=doo.［動作の主体］
1.SG=FOC	 割る-PST=ASS
「私が割ったよ。」
（82）　an	c’huu=du	 buginsha=doo.［状態の主体］
あの	人=FOC	 分限者=ASS
「あの人がお金持ちだ。」
（83）　y’uu=ikma	 nik’u=du	 taa-sar.［状態の主体］
魚=CMPR	 肉=FOC	 高い-ADJ.NPST
「魚より肉が高い。」
（84）　ad=du	 yak’uba=doo.［状態の対象］
あれ=FOC	 役場=ASS
「あれが役場だ。」
８.２　属格
属格１は=nu、属格２は=gaで現れる。まず属格１=nuを例文とともに示す。属格１
=nuは所有の関係、全体・部分の関係、同格の関係、時間的限定、場所的限定、材料の限定、
種類の限定、内容の限定等に用いられる。
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（85）　wan=na	 an	 c’hu=n	 t’ura	 mi-bu-ka	 nee.［所有の関係］
1.SG=TOP	 あの	 人=GEN1	 面.ACC	 見る-DES-ADJ	 STV.NEG.NPST
「私はあの人の顔を見たくない。」
（86）　takas=sha	 an	 sek+sha=n	 ututu=doo.［所有の関係］
タカシ=TOP	 あの	 大工+する.NMLZ=GEN1	 弟=ASS
「タカシはあの大工の弟だよ」
（87）　waakya=n	 kaasanu=n	 k’urï-ruu.［所有の関係］
1.PL=GEN1	 母さん=DAT	 くれる-INT
「私たちの母さんにあげよう。」
（88）　nawe=n	 soko［全体・の関係］
鍋=GEN1	 底
「鍋の底」
（89）　ya=n	 hirya=nan	 hwut’on	 hwu-c’hi	 a-ska.［全体・部分の関係］
家=GEN1	 屋根=LOC1	 布団.ACC	 干す-SEQ	 RES.NPST-ADVRS
「家の屋根に布団を干してあるけど。」
（90）　yuugata=n	 yoji=n	 koominkan=kach	 koo=yoo.［全体・部分の関係］
夕方=GEN1	 四時=DAT	 公民館=ALL	 来る.IMP=SFP
「夕方の四時に公民館へ来いよ。」
（91）　ututu=n	 sapro=ya	 jiro=n	 bur=shi	 ut-at-tï［同格の関係］
弟=GEN1	 サブロウ=TOP	 ジロウ=DAT	 棒=INST	 打つ-PASS-PST
「弟のサブロウはジロウに棒で打たれた。」
（92）　sabroo=ya	 seda=n	 jiroo=tu	 torya-tï.［同格の関係］
サブロウ=TOP	 上のきょうだい=GEN1	 ジロウ=COM	 喧嘩する-PST
「サブロウは兄のジロウと喧嘩した。」
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（93）　k’inyu=n	 shimbun=na	 dïr?［時間的限定］
昨日=GEN1	 新聞=TOP	 どれ
「昨日の新聞はどれ？」
（94）　yoowe=n	 chik’i=n=nya	 baasan=gadï	 wudu-taa.［時間的限定］
祝い=GEN1	 とき=DAT=TOP	 ばあさん=LMT	 踊る-PST
「お祝いのときにはおばあさんまで躍る。」
（95）　terebi=n	 mee=ran	 teeburu=ga	 ad-doo.［場所的限定］
テレビ=GEN1	 前=LOC1	 テーブル=NOM1	 ある.NPST=ASS
「テレビの前にテーブルがあるよ。」
（96）　konya=n	 missha=nantï	 koo-tï	 c’haa=doo.［場所的限定］
古仁屋=GEN1	 店=LOC2	 買う-SEQ	 くる.PST=ASS
「古仁屋の店で買ってきたよ。」
（97）　kï=n	 monacha.［材料の限定］
木=GEN1	 まな板
「木のまな板」
（98）　kun=nan	 kam=nu	 hako=ga	 ad=doo.［材料の限定］
これ=LOC1	 紙=GEN1	 箱=NOM1	 ある.NPST=ASS
「ここに紙の箱があるよ。」
（99）　k’unïp=nu	 mii=ga	 shaa=ch	 utï-tï.［種類の限定］
ミカン=GEN1	 実=NOM1	 下=ALL	 落ちる-PST
「ミカンの実が下へ落ちた。」
（100）　ama=nan	 yinga=n	 c’hu=n	 t’ar	 tac-chur.［種類の限定］
あそこ=LOC1	 男=GEN1	 人=NOM2	 二人	 立つ-PROG.NPST
「あそこに男の人が二人立っている。」
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（101）　sak’ura=n	 hana=ga	 sa-cha=doo.［種類の限定］
サクラ=GEN1	 花=NOM1	 咲く-PST=ASS
「サクラの花が咲いたよ。」
（102）　kur=rya	 warawe=n	 hon=doo.［種類の限定］
これ=TOP	 子ども=GEN1	 本=ASS
「これは子どもの本だよ。」
（103）　c’hu=n	 mich	 akk’i=yoo.［種類の限定］
人=GEN1	 道.ACC	 歩く-IMP=SFP
「歩道を歩けよ。」
（104）　takashi=ya	 kanï=n	 tuke+mij=ga	 ac-chage-sad=doo.［内容の限定］
タカシ=TOP	 金=GEN1	 使う.INF+道=NOM1	 ある-INFER-ADJ.NPST=ASS
「タカシは金の使いみちがありそうだ」
属格２=gaは以下、例文を示す。現時点では属格２=gaの例は所有のみ見られる。
（105）　watt’ar=ga	 tïï［所有の関係］
1.DU=GEN2	 手
「私たち二人の手」
（106）　ar=ga	 tïï［所有の関係］
あれ=GEN2	 手
「あいつの手」
（107）　kur=ga	 oya=ya	 da=ch	 i-ji?［所有の関係］
これ=GEN2	 親=TOP	 どこ=ALL	 行く-PST
「この子の親はどこに行った？」
（108）　kur=rya	 watt’ar=ga	 shigutu=doo.［所有の関係］
これ=TOP	 1.DU=GEN2	 仕事=ASS
「これは私たち二人の仕事だよ」
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なお、属格１は他の格助詞にも後続する。
（109）　ok’inawa=t=nu	 hik’ook’i=doo.［方向格との共起］
沖縄=ALL=GEN1	 飛行機=ASS
「沖縄への飛行機だ。」
（110）　kur=rya	 tookyo=ra=n	 tegam=doo.［奪格との共起］
これ=TOP	 東京=ABL=GEN1	 手紙=ASS
「これは東京からの手紙だ。」
（111）　kur=rya	 nashe=gadï=n	 mid=doo.［限界格との共起］
これ=TOP	 名瀬=LMT=GEN1	 道=ASS
「これは名瀬までの道だ。」
８.３　対格
対格は無標である。動作の対象、移動の着点、移動の場所、能力の対象に用いられる。
以下、例文を示す。
（112）　ak’ira=ga	 tsuk’ue	 k’yoo-cha-m.［動作の対象］
アキラ=NOM1	 机.ACC	 壊す-PST-MOOD
「アキラが机を壊した。」
（113）　ak’ira=ya	 see	 nu-da=doo.［動作の対象］
アキラ=TOP	 酒.ACC	 飲む-PST=ASS
「アキラは酒を飲んだよ。」
（114）　ak’ira=ya	 tï ï	 ara-ta=doo.［動作の対象］
アキラ=TOP	 手.ACC	 洗う-PST=ASS
「アキラは手を洗ったよ。」
（115）　ak’ira=ya	 bas	 mac-chud=doo.［動作の対象］
アキラ=TOP	 バス.ACC	 待つ.PROG.NPST=ASS
「アキラはバスを待っているよ。」
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（116）　onnashi	 geta	 an	 k’wa=ni=m	 koo-tï	 k’urï-ruu.［動作の対象］
同じ	 下駄.ACC	 あの	 子=DAT=ADD	 買う-SEQ	 BEN-INT
「同じ下駄をあの子にも買ってくれ。」
（117）　kun	 hwut’e-sa-n	 nawe=shi	 yase	 niry-ud=doo.［動作の対象］
この	 大きい-ADJ.NPST-ADN	 鍋=INST	 野菜.ACC	 煮る-NPST=ASS
「この大きい鍋で野菜を煮るよ。」
（118）　ussho=ya	 dee=shi	 kago	 t’ugry-u-ta=doo.［動作の対象］
おじいさん=TOP	 竹=INST	 籠.ACC	 作る-HAB-PST=ASS
「おじいさんは竹でかごを作っていたよ。」
（119）　ojisan=na	 sïk’awa=ra	 umi=ch	 y’uu	 tur-ga=doo.［動作の対象］
おじいさん=TOP	 朝=ABL	 海=ALL	 魚.ACC	 捕る-PURP=ASS
「おじいさんは朝から海へ魚を捕りにだよ。」
（120）　ak’ira=ya	 shamshen	 hik’y-ud=do.［動作の対象］
アキラ=TOP	 三味線.ACC	 弾く-NPST=ASS
「アキラは三味線を弾くよ。」
（121）　kun	 k’washi	 mosho-re !［動作の対象］
この	 菓子.ACC	 食べる.HON-IMP
「このお菓子を召し上がれ。」
（122）　nawa=ra	 kun	 nii	 kuruma=ch	 nose-yud=doo.［動作の対象］
今=ABL	 この	 荷.ACC	 車=ALL	 乗せる-NPST=ASS
「今からこの荷物を車へ乗せるよ。」
（123）　nuu	 kwee=kai?［動作の対象］
何.ACC	 買う-INF=DUB
「何を買おうか？」
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（124）　kyuu=ya	 majin	 hawa	 i-ji	 ap-p’u=yaa.［移動の着点］
今日=TOP	 一緒に	 浜.ACC	 行く-SEQ	 遊ぶ-INT=SEQ
「今日は一緒に浜へ行って遊ぼうね。」
（125）　ora	 hatï	 i-ji	 ko=yoo !［移動の着点］
2.SG	 畑.ACC	 行く-SEQ	 くる.IMP=SFP
「お前が畑へ行って来いよ。」
（126）　an	 kï	 nubu-rïï !［移動の場所］
あの	 木.ACC	 登る-IMP
「あの木を登れ！」
（127）　k’urma+mit	 tu-nna=yoo.［移動の場所］
車+道.ACC	 通る-PROH=SFP
「車道を通るなよ。」
（128）　kun	 mich	 oo-re=yoo !［移動の場所］
この	 道.ACC	 行く.HON-IMP=SFP
「この道をいらっしゃいよ。」
（129）　mic=c’ha	 mannaka	 tuu-tï=ya	 iky-an=doo.［移動の場所］
道.TOP	 まんなか.ACC	 通る-SEQ=TOP	 いける-NEG.NPST=ASS
「道はまんなかを通ってはいけないよ。」
（130）　waa	 itoko=ya	 yeigo=n	 hon	 yum-ik’iry-ud=doo.［能力の対象］
1.SG.POSS	 いとこ=TOP	 英語=GEN1	 本.ACC	 読む-POT2-NPST=ASS
「私のいとこは英語の本が読めるよ。」
奄美大島の他方言では名詞句階層で高い位置をしめる名詞句が目的語になるとき（かつ
命令文・意志文以外）、有形の対格標示baが用いられることが指摘されている16。一方、与
路方言では人称代名詞など、名詞句階層の上位を占める名詞が表す人物が動作主になって
いても、普通baが現れることはない。与路方言と同じ瀬戸内町の加計呂麻島芝方言を扱っ
た三石（1983：66）は「芝方言では普通目的格助詞を用いないが、選択の余地のあるもの
から一つをとり出して「まず最初にこれを〜する」という場合にかぎりbaを用いる」と指
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摘しているが、与路島方言で動作の対象にbaが用いられる場合もこれがあてはまる。しか
し、与路島方言では動作の主体にもbaが標示されることから、本稿ではbaを対格標示で
はなく、取り立て助詞（情報構造に関わる助詞）と分析する。
（131）　takashi=ga	 wan	 abe-ta=doo.［動作の主体（１人称）］
タカシ=NOM1	 1.SG.ACC	 呼ぶ-PST=ASS
「タカシが私を呼んだよ。」
（132）　shentak=ba	 sak	 sï-ruu=yaa.［目的語：「先に」と共起］
洗濯=??	 先	 する-INT
「洗濯を先にしようね。」
（133）　nam=ba	 sak	 no-ree !［主語：「先に」と共起］
2.SG.HON=??	 先	 乗る-IMP
「あなたが先に乗れ！」
（134）　nam=ba	 sak	 kun	 k’washi	 moshor-e !
2.HON.SG=??	 先	 この	 菓子.ACC	 食べる.HON-IMP
「あなたは先にこの菓子を召し上がれ！」
（135）　wam=ba	 sak	 boo=yee.
1.SG=??	 先	 食べる.INT=SFP
「私がさきに食べるね。」
８.４　与格
与格は=nで現れ、動作の相手、態度（動作・状態）の対象、受動文の動作主、使役文の
被使役者、類似の基準、時間に用いられる。以下、例文を示す。
16　	Niinaga（2014）は、宇検村湯湾方言について、テキストのデータをもとに、人称代名詞／ヒト指示代
名詞／呼称名詞が目的語として現れる場合は通常=baで標示され、=baが現れないのは稀であるとし
ている（ただし、これらが目的語となる例は数が限られていたとしている）。重野（2016）は、龍郷町
浦方言について、この傾向を認めつつも、命令文／意志文の目的語については、人称代名詞であって
も=baで標示されず無標になることを報告している。
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（136）　takashi=n=nya	 kun	 hanas=sha	 ora	 nee=ra	 i-chi	 ok-e=yoo.［動作の相手］
タカシ=DAT=TOP	 この	 話=TOP	 2.SG	 FN=ABL	 言う-SEQ	 おく-IMP=SFP
「タカシにはこの話はお前から言っておけよ。」
（137）　takashi=n	 arigyete=ch	 ii=yoo.［動作の相手］
タカシ=DAT	 ありがとう=QUOT	 言う.IMP=SFP
「タカシにありがとうと言えよ。」
（138）　onnashi	 gyeta	 an	 k’wa=ni=m	 koo-tï	 k’urï-ruu.［動作の相手］
同じ	 下駄.ACC	 あの	 子=DAT=ADD	 買う-SEQ	 BEN-INT
「同じ下駄をあの子にも買ってくれ。」
（139）　waakya=n	 kaasanu=n	 k’urï-ruu.［動作の相手］
1.PL=GEN1	 母さん=DAT	 くれる-INT
「私たちの母さんにあげよう。」
（140）　un	 k’washi	 wanu=n17	 k’urï-rïï !［動作の相手］
その	 菓子.ACC	 1.SG=DAT	 くれる-IMP
「その菓子を私にくれ！」
（141）　wan=na	 takashi=n	 yeigo	 yose-tud=doo.［動作の相手］
1.SG=TOP	 タカシ=DAT	 英語.ACC	 教える-PROG.NPST=ASS
「私はタカシに英語を教えたよ。」
（142）　hoka=n	 c’hu=n	 yenryo	 shii	 ippai	 kaw-ar-an-ta=doo.［態度の対象］
他=GEN1	 人=DAT	 遠慮	 する.SEQ	 いっぱい	 食べる-PASS-NEG-PST=ASS
「他の人に遠慮していっぱい食べられなかったよ。」
（143）　ututu-n	 sapro=ya	 jiro=m	 bur=shi	 ut-at-tï.［受動文の動作主］
弟=GEN1	 サブロウ=TOP	 ジロウ=DAT	 棒=INST	 打つ-PASS-PST
「弟のサブロウはジロウに棒で打たれた。」
17　「私に」の意味でwanu=n以外にもwarï=n	（1.sg=daT）という特殊形も現れる。
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（144）　tuji=n	 yuuban	 t’ukr-ash-ur.［使役文の被使役者］
妻=DAT	 夕飯.ACC	 作る-CAUS-NPST
「妻に夕飯を作らせる。」
（145）　ak’ira=ya	 takashi=n	 up-sa-n	 nii	 mut-a-cha-m=chud=doo.
アキラ=TOP	 タカシ=DAT	 重い-ADJ.NPST-ADN	 荷.ACC	 持つ-CAUS-PST-MOOD=REP=ASS
「アキラはタカシに重い荷物を持たせたってよ。」［使役文の被使役者］
（146）　kun	 hanas=sha	 shima=n=dak’ye=du	 kik’y-a-chud=doo.［使役文の被使役者］
この	 話=TOP	 妻=DAT=だけ=FOC	 聞く-CAUS-PROG.NPST=ASS
「この話は妻にだけ聞かせるよ。」
（147）　un	 k’washi	 wanu=m	 boos-ï !［使役文の被使役者］
その	 菓子.ACC	 1.SG=DAT	 食べる.CAUS-IMP
「その菓子を私に食べさせろ！」
（148）　hanako=ya	 kaasan	 kao=n	 ummama	 ni-chud=doo.［類似の基準］
ハナコ=TOP	 母さん	 顔=DAT	 そのまま	 似る-PROG.NPST=ASS
「ハナコは母さんの顔にそのまま似ている。」
（149）　hajgwat’u=n=nya	 modo-tï	 k-yud=doo.［時間］
八月=DAT=TOP	 戻る-SEQ	 来る-NPST=ASS
「八月には戻って来るよ。」
（150）　hoonensai=ya	 k’ugat’u=n	 ad=doo.［時間］
豊年祭=TOP	 九月=DAT	 ある.NPST=ASS
「豊年祭は九月にあるよ。」
（151）　ok’inawa=ch	 ik-yu-n	 chik’i=n=nya	 hik’ook’i=du	 icchad=doo.［時間］
沖縄=ALL	 行く-NPST-ADN	 とき=DAT=TOP	 飛行機=FOC	 良い.NPST=ASS
「沖縄へ行くときには飛行機が良いよ。」
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（152）　c’hui=n	 iddo=du	 ad=doo.［時間］
一日=DAT	 一度=FOC	 ある.NPST=ASS
「一日に一度あるよ。」
上の例で示したように時間は=nで現されるが、直示的な時間名詞の場合、与格は現れず
無標のままで文中に現れ、副詞的に使われる。
（153）　kaasan=na	 acha	 tookyo=ch	 k’waa	 m-iga	 ik-yud=doo.［時間］
母さん=TOP	 明日	 東京=ALL	 子	 見る-PURP	 行く-NPST=ASS
「お母さんは明日東京へ子どもに会いに行くよ。」
８.５　具格
具格は=shiで現れ、道具、手段、基準、限度、原因、材料、動作主の構成員に用いられる。
以下、例文を示す。
（154）　ututu-n	 sapro=ya	 jiro=n	 bur=shi	 ut-at-tï.［道具］
弟=GEN1	 サブロウ=TOP	 ジロウ=DAT	 棒=INST	 打つ-PASS-PST
「弟のサブロウはジロウに棒で打たれた。」
（155）　kun	 hoocha=shi=ya	 mun=na	 k’iry-ar-a-m.［道具］
この	 包丁=INST=TOP	 もの=TOP	 切る-POT1-NEG.NPST-MOOD
「この包丁ではものは切られない。」
（156）　kun	 hwut’e-sa-n	 nawe=shi	 yase	 niry-ud=doo.［道具］
この	 大きい-ADJ.NPST-ADN	 鍋=INST	 野菜.ACC	 煮る-NPST=ASS
「この大きい鍋で野菜を煮るよ。」
（157）　hwunï=shi	 iky-u-s=ikma	 hik’ook’i=du	 ic-chad=doo.［手段］
船=INST	 行く-NPST-NMLZ=CMPR	 飛行機=FOC	 良い-ADJ.NPST=ASS
「船で行くより飛行機が良いよ。」
（158）　kun	 uwagi=ya	 koneda	 ok’inawa=nantï	 nishen.yen=shi	 koo-ta=doo.［手段］
この	 上着=TOP	 この間	 沖縄=LOC2	 二千円=INST	 買う-PST=ASS
「この上着はこの間沖縄で二千円で買ったよ。」
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（159）　hujink’ai=nu	 k’ai=ya	 acha=shi	 ic-chan=nyaa?［基準］
婦人会=GEN1	 会=TOP	 明日=INST	 良い-ADJ.NPST=YNQ
「婦人会の会は明日で良かったか？」
（160）　kun	 hagak=k’a	 gomai=shi	 gohyakuyen=doo.［基準］
この	 ハガキ=TOP	 五枚=INST	 五百円=ASS
「このハガキは五枚で五百円だ。」
（161）　mat’ur=rya	 kyuu=shi	 owad=doo.［限度］
祭り=TOP	 今日=INST	 終わる.INF=ASS
「祭りは今日で終わりだ。」
（162）　see=shi	 yii-ta=doo.［原因］
酒=INST	 酔う-PST=ASS
「酒で酔ったよ。」
（163）　taihwu=shi	 niwa=n	 kïï=ga	 toorï-tïï.［原因］
台風=INST	 庭=GEN1	 木=NOM1	 倒れる-PST
「台風で庭の木が倒れた。」
（164）　an	 k’wa=ya	 k’inyu=ra	 byok=shi	 nïp-tï=du	 wu-m.［原因］
あの	 子=TOP	 昨日=ABL	 病気=INST	 眠る-SEQ=FOC	 PROG.NPST-MOOD
「あの子は昨日から病気で寝ている。」
（165）　ussho=ya	 dee=shi	 kago	 t’ugr-yu-ta=doo.［材料］
おじいさん=TOP	 竹=INST	 籠	 作る-HAB-PST=ASS
「おじいさんは竹でかごを作っていたよ。」
（166）　nimot=nu	 up-sa-tï	 t’ar=shi	 muc-chi.［動作主の構成員］
荷物=NOM2	 重い-ADJ-SEQ	 二人=INST	 持つ-PST
「荷物が重くて二人で持った。」
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（167）　nii=ga	 up-sa-tatt’u	 watt’as=shi	 muc-c’ha=doo.［動作主の構成員］
荷=NOM1	 重い-ADJ-CSL	 1.DU=INST	 持つ-PST=ASS
「荷物が重かったので私たち二人で持ったよ。」
８.６　共格
共格は=tuで現れ、対称的関係、共同作業の相手、並列の機能を持つ。以下、例文を示す。
（168）　ka-dï=ya	 nïbrï~nïbrï	 sïr-wa	 ïmmya=tu	 t’id=doo.［対称的関係］
食べる-SEQ=TOP	 眠る.INF~RED	 する-COND	 犬猫=COM	 同じ=ASS
「食べては眠り眠りするなら犬猫と同じだ。」
（169）　jiro=ya	 sabro=tu	 toryaa-tï.［対称的関係］
ジロウ=TOP	 サブロウ=COM	 ケンカする-PST
「ジロウはサブロウとケンカした。」
（170）　mit=nantï	 gakk’o=n	 shenshei=tu	 oo-taa.［対称的関係］
道=LOC2	 学校=GEN1	 先生=COM	 会う-PST
「道で学校の先生と会った。」
（171）　tomoko=ya	 naoko=tu	 kïï	 here-ga	 i-ja=doo.［共同動作の相手］
トモコ=TOP	 ナオコ=COM	 木	 拾う-PURP	 行く-PST=ASS
「トモコはナオコと木拾いに行ったよ。」
（172）　kazuko=tu	 hanako=ya	 dush=doo.［並列］
カズコ=COM	 ハナコ=TOP	 友達=ASS
「カズコとハナコは友達だ。」
（173）　ora=tu	 waa	 tïï［並列］
2.SG=COM	 1.SG.POSS	 手
「お前と私の手」
８.７　処格
処格１は=nan、処格２は=nantïで現れる。処格１は存在の場所、移動の着点、接触の対
象に用いられる。まずは処格１の例文を示す。
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（174）　hasam=nya	 kun=nan	 ad=doo.［存在の場所］
鋏=TOP	 これ=LOC1	 ある.NPST=ASS
「ハサミはここにあるよ。」
（175）　waa	 toogï=ya	 daa=nan	 ar?［存在の場所］
1.SG.POSS	 鍬=TOP	 どこ=LOC1	 ある.NPST
「私の鍬はどこにある？」
（176）　maga=ga	 tookyoo=nan	 wud=doo.［存在の場所］
孫=NOM1	 東京=LOC1	 居る.NPST=ASS
「孫が東京に居るよ。」
（177）　ok’inawa=nan=nya	 mïdra-sha-n	 k’washi=ga	 ad=doo.［存在の場所］
沖縄=LOC1=TOP	 珍しい-ADJ.NPST-ADN	 菓子=NOM1	 ある.NPST=ASS
「沖縄には珍しいお菓子があるよ。」
（178）　an	 yawa=nan=nya	 inoshishi=ga	 wud=doo.［存在の場所］
あの	 山=LOC1=TOP	 イノシシ=NOM1	 居る.NPST=ASS
「あの山にはイノシシが居るよ。」
（179）　kun	 hak=nan	 ic-c’hu-n	 manju=ya	 ik’uc=chi	 oo-yur?［存在の場所］
この	 箱=LOC1	 入る-PROG.NPST-ADN	 饅頭=TOP	 いくつ=QUOT	 思う-NPST
「この箱に入っている饅頭はいくつ（あると）思うか？」
（180）　waa	 ututu=ya	 ak’ira	 nee=ran	 wud-doo.［存在の場所］
1.SG.POSS	 弟=TOP	 アキラ	 FN=LOC1	 居る.NPST=ASS
「私の弟はアキラのところに居るよ。」
（181）　ok’inawa=rani=m	 habu=ga	 wud=doo.［存在の場所］
沖縄=LOC2=ADD	 ハブ=NOM1	 居る.NPST=ASS
「沖縄にもハブが居るよ。」
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（182）　kun	 na=nan	 ic-c’hud=doo.［存在の場所］
この	 中=LOC1	 入る-PROG.NPST=ASS
「この中に入っているよ。」
（183）　takashi=ya	 nawa	 hwunï=nan=du	 no-tud=doo.［存在の場所］
タカシ=TOP	 今	 船=LOC1=FOC	 乗る-PROG.NPST=ASS
「タカシは今船に乗っているよ。」
（184）　kabe=nan	 kakyejiku=ga	 kaa-tur.［存在の場所］
壁=LOC2	 掛け軸=NOM1	 掛かる-PROG.NPST
「壁に掛け軸が掛かっている。」
（185）　takashi=ga	 ka-cha-n	 yee=ya	 kabe=ran	 ha-tï	 ad=doo.［存在の場所］
タカシ=NOM1	 描く-PST-ADN	 絵=TOP	 壁=LOC1	 貼る-SEQ	 RES.NPST=ASS
「タカシの描いた絵は、壁に貼ってあるよ。」
（186）　wan=na	 nawa=ya	 hwunï=ran	 no-tud=doo［存在の場所］
1.SG=TOP	 今=TOP	 船=LOC1	 乗る-PROG.NPST=ASS
「私は今は船に載っているよ。」
（187）　tar=ga	 kun=nan18	 nii	 o-chii?［移動の着点］
誰=NOM1	 これ=LOC1	 荷.ACC	 置く-PST
「誰がここに荷物を置いた？」
（188）　kabe=ran	 kun	 kam	 har-ï !［移動の着点］
壁=LOC1	 この	 紙.ACC	 貼る-IMP
「壁にポスターを貼れ。」
（189）　booru=ga	 kawat=nan	 ata-tï.［接触の対象］
ボール=NOM1	 頭=LOC1	 当たる-PST
「ボールが頭に当たった。」
18　	処格は場所の指示代名詞にはつかずに、形式上は（場所専用でない）指示代名詞に後続し、意味機能
上場所+処格として働く。（Niinaga（2014）では宇検村湯湾方言について同様の現象の指摘がある。）
なお、奪格にも同様の現象が見られる（８.９節参照）。
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処格２は=nantïで現れ、事態の場所、期間、範囲に用いられる。
（190）　kun	 uwagi=ya	 koneda	 ok’inawa=nantï	 nishen.yen=shi	 koo-ta=doo.［事態の場所］
この	 上着=TOP	 この間	 沖縄=LOC2	 二千円=INST	 買う-PST=ASS
「この上着はこの間沖縄で二千円で買ったよ。」
（191）　yoji=gadï	 yek’i=nantï	 mac-c’hur-ï=yoo !［事態の場所］
四時=LMT	 駅=LOC2	 待つ-PROG-IMP=SFP
「四時まで駅で待っていろよ！」
（192）　an	 kï=n	 nee=nantï	 mac-c’hud=doo.［事態の場所］
あの	 木=GEN1	 FN=LOC2	 待つ-PROG.NPST=ASS
「あの木のところで待っているよ。」
（193）　yoone=ya	 an	 ossho	 ne=rantï	 uta+yorye=ga	 ad=doo.［事態の場所］
夜=TOP	 あの	 おじいさん	 FN=LOC2	 歌+寄り合い=NOM1	 ある.NPST=ASS
「夜はあのおじいさんのところで歌の会があるよ。」
（194）　kun	 shina=ya	 sima=rantï=m	 koory-ud=doo.［事態の場所］
この	 品=TOP	 島=LOC2=ADD	 買う.POT1-NPST=ASS
「この品物は島でも買える。」
（195）　kun	 k’it=ta	 isshuukan=nantï	 noo-yud=doo.［期間］
この	 傷=TOP	 一週間=LOC2	 治る-NPST=ASS
「この傷は一週間で治るよ。」
（196）　natsuyasum=nu	 shuk’udai=ya	 mikya=nantï	 owa-ta=doo.［期間］
夏休み=GEN1	 宿題=TOP	 三日=LOC2	 終わる-PST=ASS
「夏休みの宿題は三日で終わったよ。」
（197）　ooshima=nantï=ya	 yuwandake=ga	 ijban	 taa-sa-n	 yawa=doo.［範囲］
大島=LOC2=TOP	 湯湾岳=NOM1	 一番	 高い-ADJ.NPST-ADN	 山=ASS
「大島では湯湾岳が一番高い山だ。」
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（198）　kyuu=ya	 itnen=nantï	 ijban	 naga-sa-n	 hyud=doo.［範囲］
今日=TOP	 一年=LOC2	 一番	 長い-ADJ.NPST-ADN	 日和=ASS
「今日は一年で一番長い日だよ。」
８.８　方向格
方向格は=kachで現れ、移動の着点、移動の方向、移動の目的、態度の対象、接触の対象、
変化の結果に用いられる。以下、例文を示す。
（199）　ok’inawa=t=nu	 hik’ook’i=doo.［移動の着点］
沖縄=ALL=GEN1	 飛行機=ASS
「沖縄への飛行機だ。」
（200）　kun	 tegam=mya	 ak’ira	 ne=t=nu	 tegam=doo.［移動の着点］
この	 手紙=TOP	 アキラ	 FN=ALL=GEN1	 手紙=ASS
「この手紙はアキラへの手紙だ。」
（201）　ok’inawa=ch	 iky-u-n	 chik’i=n=nya	 hik’ook’i=du	 ic-chad=doo.［移動の着点］
沖縄=ALL	 行く-NPST-ADN	 とき=DAT=TOP	 飛行機=FOC	 良い-ADJ.NPST=ASS
「沖縄へ行くときには飛行機が良いよ。」
（202）　yuugata=n	 yoji=n	 koominkan=kach	 koo=yoo.［移動の着点］
夕方=GEN1	 四時=DAT	 公民館=ALL	 来る.IMP=SFP
「夕方の四時に公民館へ来いよ。」
（203）　hwunï=t	nose-ta=doo．［移動の着点］
船=ALL	 乗せる-PST=ASS
「船へ乗せたよ。」
（204）　nawa=ra	 yase	 kagoshima=ch	 ok’u-jud=doo.［移動の着点］
今=ABL	 野菜.ACC	 鹿児島=ALL	 送る-NPST=ASS
「今から野菜を鹿児島へ送るよ。」
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（205）　kun	 hik’ook’i=ya	 ok’inawa=d=doo．［移動の着点］
この	 飛行機=TOP	 沖縄=ALL=ASS
「この飛行機は沖縄へよ。」
（206）　wan=na	 koomink’wan=kad=doo.［移動の着点］
1.SG=TOP	 公民館=ALL=ASS
「私は公民館へだ。」
（207）　hawa=ch	 appï-ga	 iky-u=yaa．［移動の着点］
浜=ALL	 遊ぶ-PURP	 行く-INT=SFP
「浜へ遊びに行こうね。」
（208）　kaasan=na	 ichiba=ch	 kwee+mun	 shiga	 i-ja=doo.［移動の着点］
母さん=TOP	 市場=ALL	 買う.INF+もの	 する.PURP	 行く-PST=ASS
「母さんは市場へ買い物しに行ったよ。」
（209）　soto=ya	 at-ta-n=karan	 na=ch	 iry-uu=yaa.［移動の着点］
外=TOP	 暑い-ADJ.NPST-ADN=CSL	 中=ALL	 入る-INT=SFP
「外は暑いから中に入ろうね。」
（210）　sak	 an	 nawe=ch	 yase	 irï-ta=doo.［移動の着点］
さっき	 あの	 鍋=ALL	 野菜.ACC	 入れる-PST=ASS
「さっきあの鍋へ野菜を入れたよ。」
（211）　waakya=ya	 gakk’oo=ch	 juuji=n	 utt’ac-c’ha=doo.［移動の着点］
1.PL=TOP	 学校=ALL	 10時=DAT	 出発する-PST=ASS
「私たちは学校へ10時に出発したよ。」
（212）　megane=ya	 naa	 hako=ch	 irï-ta=doo.［移動の着点］
眼鏡=TOP	 もう	 箱=ALL	 入れる-PST=ASS
「眼鏡はもう箱に入れたよ。」
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（213）　an	 hwunï=t	 no-re !［移動の着点］
あの	 船=ALL	 乗る-IMP
「あの船に乗れ！」
（214）　an	 uta+sha=ya	 shima=chi=m	 oo-cha=doo.［移動の着点］
あの	 唄+する.NMLZ=TOP	 島=ALL=ADD	 来る.HON-PST=ASS
「あの歌手は島にもいらしたよ。」
（215）　tookyo=c=cha	 iddo=dakye	 i-ja=doo.［移動の着点］
東京=ALL=TOP	 一度=だけ	 行く-PST=ASS
「東京には一度だけ行ったよ。」
（216）　handoru	 mik=k’ach	 mawas-ï !［移動の方向］
ハンドル.ACC	 右=ALL	 回す-IMP
「ハンドルを右へ回せ！」
（217）　ora=ya	 ak’ira	 ne=ch	 ik-ii.［移動の方向］
2.SG=TOP	 アキラ	 FN=ALL	 行く-IMP
「お前はアキラの方へ行け。」
（218）　waa	 ne=j	 booru	 nage-re !［移動の方向］
1.SG.POSS	 FN=ALL	 ボール.ACC	 投げる-IMP
「私の方へボールを投げろ！」
（219）　tomoko	 ne=ch	 tegam	 oku-yud=doo.［移動の方向］
トモコ	 FN=ALL	 手紙.ACC	 送る-NPST=ASS
「トモコへ手紙を送るよ。」
（220）　toosan=na	 {	ishu=ch 19	/	ishu	 shiga	}	 i-ja=doo.［移動の目的］
父さん=TOP	 		漁=ALL	 			漁.ACC	 する.PURP	 行く-PST=ASS
「父さんは漁に行ったよ。」
19　移動の目的の場合、方向格はshiga「〜しに」とも交替可能となる。
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（221）　an	 c’huu=ya	 jembu=ch	 yakawash-a-n	 ch’uu=doo.［態度の対象］
あの	 人=TOP	 全部=ALL	 厳しい-ADJ.NPST-ADN	 人=ASS
「あの人は皆に厳しい人だよ。」
（222）　waa	 ne=t=nu	 yenryo=ya	 iry-an=doo.［態度の対象］
1.SG.POSS	 FN=ALL=GEN1	 遠慮=TOP	 要る-NEG.NPST=ASS
「私への遠慮はいらないよ。」
（223）　haji+gï=n	 hwaa=ga	 tïï=ch	 ata-tï	 hachimï=ga	 iji-tï.［接触の対象］
ハゼ+木=GEN1	 葉=NOM1	 手=ALL	 当たる-SEQ	 かぶれ=NOM1	 出る-PST
「ハゼの葉が手にあたってかぶれができた。」
（224）　kuc’hoo=ya	 takashi=k’ara	 ak’ira=ch	 kawa-ta=doo.［変化の結果］
区長=TOP	 タカシ=ABL	 アキラ=ALL	 変わる-PST=ASS
「区長はタカシから変わったよ。」
（225）　deek’unï	 t’at=kach	 k’ir-ii !［変化の結果］
大根.ACC	 二つ=ALL	 切る-IMP
「大根を二つに切れ！」
narという動詞で変化を表す場合は、その変化の結果を表す名詞句は方向格で現されず
無標となる場合がある。これを対格と考えるかどうかは今後の課題である20。
（226）　kudu	 itoko=ga	 c’huugakk’o=n	 shenshei	 na-ta=doo.［変化の結果］
去年	 いとこ=NOM1	 中学校=GEN1	 先生	 なる-PST=ASS
「去年いとこが中学校の先生になったよ。」
８.９　奪格
奪格は=karaで現れ、移動の起点、移動の経路、変化の起点、時間の起点、情報の起点、
範囲の起点、原料、順序に用いられる。なお、移動の起点と移動の経路は場所を表わす指
示代名詞につかずに指示代名詞に直接後続する。以下、例文を示す。
20　	Niinaga（2014）は、宇検村湯湾方言について、narを単独では用いられず必ず補部となる名詞句（ま
たは副詞）をとる軽動詞と分析しており、補部となる名詞句は（まれに方向格で標示される場合を除
いて）格標示を受けないとしている。
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（227）　wan=na	 k’uk=kara	 tuby-ud=doo.［移動の起点］
1.SG=TOP	 これ=ABL	 飛ぶ-NPST=ASS
「私はここから飛ぶよ」
（228）　kun	 myaagï=ya	 ak’ira	 nee=ra	 mora-ta=doo.［移動の起点］
この	 土産=TOP	 アキラ	 FN=ABL	 もらう-PST=ASS
「このお土産はアキラのところからもらったよ。」
（229）　waakya=ya	 gakk’o=ra	 juuji=n	 iji-ta=doo.［移動の起点］
1.PL=TOP	 学校=ABL	 十時=DAT	 出る-PST=ASS
「私たちは学校から10時に行ったよ。」
（230）　oosaka=ra	 tookyoo=gadï=ya	 denshachin=na	 ikyassa=ka=yaa?［移動の起点］
大阪=ABL	 東京=LMT=TOP	 電車賃=TOP	 いくら=DUB=SFP
「大阪から東京までは電車賃はいくらかな？」
（231）　maga=ya	 ït	 tookyoo=ra	 modor=ka=yaa?［移動の起点］
孫=TOP	 いつ	 東京=ABL	 戻る.INF=DUB=SFP
「孫はいつ東京から戻るかな？」
（232）　kur=rya	 tookyo=ra=n	 tegam=doo.［移動の起点］
これ=TOP	 東京=ABL=GEN1	 手紙=ASS
「これは東京からの手紙だ。」
（233）　kun	 tegam=mya	 waa	 tut=nu	 nee=ra	 c’ha-n	 tegam=doo.［移動の起点］
この	 手紙=TOP	 1.SG.POSS	 妻=GEN1	 FN=ABL	 来る.PST-ADN	 手紙=ASS
「この手紙は私の妻から来た手紙だ。」
（234）　kawach=kara	 c’hii=ga	 iji-tu-s=sa	 nuga.［移動の起点］
頭=ABL	 血=NOM1	 出る-PROG.NPST-NMLZ=TOP	 なぜ
「頭から血が出ているけど、どうしたの。」
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（235）　hik’oojoo=ya	 kuk=k’ara	 ik-wa=du	 ic-c’had=doo.［移動の経路］
飛行場=TOP	 ここ=ABL	 行く-COND=FOC	 良い-ADJ.NPST=ASS
「飛行機はここを行けば良いよ。」
（236）　tïn=kara	 tu-dur.［移動の経路］
空=ABL	 飛ぶ-PROG.NPST
「空を飛んでいる。」
（237）　kuc’hoo=ya	 takashi=k’ara	 ak’ira=ch	 kawa-ta=doo.［変化の起点］
区長=TOP	 タカシ=ABL	 アキラ=ALL	 変わる-PST=ASS
「区長はタカシからアキラに変わったよ。」
（238）　ojisan=na	 sïk’awa=ra	 umi=ch	 y’uu	 tur-ga=doo.［時間の起点］
おじいさん=TOP	 朝=ABL	 海=ALL	 魚.ACC	 捕る-PURP=ASS
「おじいさんは朝から海へ魚を捕りにだよ。」
（239）　an	 k’wa=ya	 k’inyu=ra	 byok=shi	 nïp-tï=du	 wu-m.［時間の起点］
あの	 子=TOP	 昨日=ABL	 病気=INST	 眠る-SEQ=FOC	 PROG.NPST-MOOD
「あの子は昨日から病気で寝ている。」
（240）　nawa=ra	 kun	 nii	 kuruma=ch	 nose-yud=doo.［時間の起点］
今=ABL	 この	 荷.ACC	 車=ALL	 乗せる-NPST=ASS
「今からこの荷物を車へ乗せるよ。」
（241）　kun	 hanas=sha	 taa	 ne=ra	 ki-c’hi.［情報の起点］
この	 話=TOP	 誰.POSS	 FN=ABL	 聞く-PST
「この話は誰から聞いた？」
（242）　takashi=n=nya	 kun	 hanas=sha	 ora	 nee=ra	 i-chi	 ok-e=yoo.［情報の起点］
タカシ=DAT=TOP	 この	 話=TOP	 2.SG	 FN=ABL	 言う-SEQ	 おく-IMP=SFP
「タカシにはこの話はお前から言っておけよ。」
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（243）　kuk=kara	 kuma=gadï=ya	 waakya=n	 hatï=doo.［範囲の起点］
これ=ABL	 ここ=LMT=TOP	 1.PL=GEN1	 畑=ASS
「ここからここまでは私たちの畑だよ。」
（244）　see=ya	 kuwï=n	 koch=k’ara=du	 t’ugry-ud=doo.［原料］
酒=TOP	 米=GEN1	 麹=ABL=FOC	 作る-NPST=ASS
「酒は米の麹から作るよ。」
（245）　waakya=n	 tuch=kara	 sak	 nose-ta=doo.［移動の起点］
1.PL=GEN1	 妻=ABL	 先	 乗せる-PST=ASS
「うちの妻から先に乗せたよ。」
８.10　限界格
限界格は=gadïで現れ、事態の終了時点、移動の終点、範囲の終点、意外性に用いられる。
以下、例文を示す。
（246）　kun	 nimot	 yaa=gadï	 hako-dï	 k’urï-rïï !［移動の終点］
この	 荷物.ACC	 家=LMT	 運ぶ-SEQ	 BEN-IMP
「この荷物を家まで運んでくれ！」
（247）　oosaka=ra	 tookyoo=gadï=ya	 denshachin=na	 ikyassa=ka=yaa?［移動の終点］
大阪=ABL	 東京=LMT=TOP	 電車賃=TOP	 いくら=DUB=SFP
「大阪から東京までは電車賃はいくらかな？」
（248）　kur=rya	 nashe=gadï=n	 mid=doo.［移動の終点］
これ=TOP	 名瀬=LMT=GEN1	 道=ASS
「これは名瀬までの道だ。」
（249）　ïn=ga	 waa	 nee=gadï	 hashi-tïc-c’hi.［移動の終点］
イヌ=NOM1	 1.SG.POSS	 FN=LMT	 走る-てくる-PST
「犬が私のところまで走ってきた。」
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（250）　yoji=gadï	yek’i=nantï	 mac-c’hur-ï=yoo !［事態の終了時点］
四時=LMT	駅=LOC2	 待つ-PROG-IMP=SFP
「四時まで駅で待っていろよ！」
（251）　goji=gadï=n	 modo-ram-ba	 na-ra-m.［事態の終了時点］
五時=LMT=DAT	 戻る-NEG-COND	 なる-NEG.NPST-MOOD
「五時までに戻らなければならない。」
（252）　kuk=kara	 kuma=gadï=ya	 waakya=n	 hatï=doo.［範囲の始点］
これ=ABL	 ここ=LMT=TOP	 1.PL=GEN1	 畑=ASS
「ここからここまでは私たちの畑だよ。」
（253）　yoowe=n	 chik’i=n=nya	 baasan=gadï	 wudu-taa.［意外性］
祝い=GEN1	 とき=DAT=TOP	 ばあさん=LMT	 踊る-PST
「お祝いのときにはおばあさんまで躍る。」
（254）　ya=j=gadï=ya	 ko-m=chi	 oo-ta=mun.［意外性］
家=ALL=LMT=TOP	 来る.NEG-MOOD=QUOT	 思う-PST=SFP
「家にまでは来ないと思ったのに。」
８.11　比較格
比較格は=ikmaで現れ、比較の基準に用いられる。以下、例文を示す。
（255）　hwunï=shi	 iky-u-s=ikma	 hik’ook’i=du	 ic-chad=doo.［比較の基準］
船=INST	 行く-NPST-NMLZ=CMPR	 飛行機=FOC	 良い-ADJ.NPST=ASS
「船で行くより飛行機が良いよ。」
（256）　y’uu=ikma	 nik’u=du	 taa-sar.［比較の基準］
魚=CMPR	 肉=FOC	 高い-ADJ.NPST
「魚より肉が高い。」
（257）　nawa=gadï=ikma	 c’higyu-tud=doo［比較の基準］
今=LMT=CMPR	 違う-PROG.NPST=ASS
「これまでとは違うよ。」
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８.12　形式名詞のnee
処格１・２、方向格、奪格、限界格は用法によっては場所名詞以外の名詞に直接後続せず、
形式名詞nee21を介在させて格助詞を後続させる場合がある。現時点のデータでneeを介在
が見られる用法は、処格１は存在の場所、処格２は事態の場所、方向格は移動の着点・移
動の方向・態度の対象、奪格の場合は情報の起点・移動の起点、限界格の場合は移動の終
点である。名詞とneeの関係の標示には名詞修飾標示に準じて属格助詞、特殊形、並置が
見られる。
（258）　waa	 ututu=ya	 ak’ira	 nee=ran	 wud-doo.［ne＋処格１］
1.SG.POSS	 弟=TOP	 アキラ	 FN=LOC1	 居る.NPST=ASS
「私の弟はアキラのところに居たよ。」
（259）　yoone=ya	 an	 ossho	 ne=rantï	 uta+yorye=ga	 ad=doo.［ne＋処格２］
夜=TOP	 あの	 おじいさん	 FN=LOC2	 歌+寄り合い=NOM1	 ある.NPST=ASS
「夜はあのおじいさんのところで歌の会があるよ。」
（260）　an	 kï=n	 nee=nantï	 mac-c’hud=doo.［nee＋処格２］
あの	 木=GEN1	 FN=LOC2	 待つ-PROG.NPST=ASS
「あの木のところで待っているよ。」
（261）　tomoko=ya	 waa	 ne=ch	 arigyete=ch	 i-cha=doo.［nee＋方向格］
トモコ=TOP	 1.SG.POSS	 FN=ALL	 ありがとう=QUOT	 言う-PST=ASS
「トモコは私のところへありがとうと言ったよ。」
（262）　ora=ya	 ak’ira	 ne=ch	 ik-ii.［nee＋方向格］
2.SG=TOP	 アキラ	 FN=ALL	 行く-IMP
「お前はアキラのところへ行け。」
（263）　tomoko	 ne=ch	 tegam	 oku-yud=doo.［nee＋方向格］
トモコ	 FN=ALL	 手紙.ACC	 送る-NPST=ASS
「トモコのところへ手紙を送るよ。」
21　	奄美大島の他方言では形式名詞mee「前」が同様の分布を示すことが指摘されている（まつもと（1998）、
Niinaga（2014）、重野（2016））。
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（264）　kun	 tegam=mya	 ak’ira	 ne=t=nu	 tegam=doo.［nee＋方向格］
この	 手紙=TOP	 アキラ	 FN=ALL=GEN1	 手紙=ASS
「この手紙はアキラへの手紙だ。」
（265）　waa	 ne=t=nu	 yenryo=ya	 iry-an=doo.［nee＋方向格＋属格］
1.SG.POSS	 FN=ALL=GEN1	 遠慮=TOP	 要る-NEG.NPST=ASS
「私への遠慮はいらないよ。」
（266）　waa	 ne=j	 booru	 nage-re !［nee＋方向格］
1.SG.POSS	 FN=ALL	 ボール.ACC	 投げる-IMP
「私のところへボールを投げろ！」
（267）　kun	 hanas=sha	 taa	 ne=ra	 ki-c’hi?［nee＋奪格］
この	 話=TOP	 誰.POSS	 FN=ABL	 聞く-PST
「この話は誰から聞いた？」
（268）　kun	 tegam=mya	 waa	 tut=nu	 nee=ra	 c’ha-n	 tegam=doo.［nee＋奪格］
この	 手紙=TOP	 1.SG.POSS	 妻=GEN1	 FN=ABL	 来る.PST-ADN	 手紙=ASS
「この手紙は私の妻のところから来た手紙だ。」
（269）　kun	 myaagï=ya	 ak’ira	 nee=ra	 mora-ta=doo.［nee＋奪格］
この	 土産=TOP	 アキラ	 FN=ABL	 もらう-PST=ASS
「このお土産はアキラのところからもらったよ。」
（270）　takashi=n=nya	 kun	 hanas=sha	 ora	 nee=ra	 i-chi	 ok-e=yoo.［nee＋奪格］
タカシ=DAT=TOP	 この	 話=TOP	 2.SG	 FN=ABL	 言う-SEQ	 おく-IMP=SFP
「タカシにはこの話はお前から言っておけよ。」
（271）　ïn=ga	 waa	 nee=gadï	 hashi-tïc-c’hi.［nee＋限界格］
イヌ=NOM1	 1.SG.POSS	 FN=LMT	 走る-てくる-PST
「私のところまで走ってきた。」
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９．まとめと課題
本稿では与路方言の格標識の記述を目的として、格標識に関わる形態音韻論的交替、有
生性階層と格標識の分布の関係、各格標識の機能についてまとめた。以下、与路方言の格
標識の機能の概要について表に示す。
表４　与路方言の格標識の機能
主格１ =ga 動作・変化・状態の主体、状態（感情・能力・所有）の対象
主格２ =nu 動作・変化・状態の主体
属格１ =nu
所有の関係、全体・部分の関係、同格の関係、時間的限定、場
所的限定、材料の限定、種類の限定、内容の限定
属格２ =ga 所有
対格 φ 動作の対象、移動の着点、移動の場所、能力の対象
与格 =n
動作の相手、態度の対象、受動文の動作主、使役文の被使役者、
類似の基準、時間
具格 =shi 道具、手段、基準、限度、原因、材料、動作主の構成員
共格 =tu 対称的関係、共同動作の相手、並列
処格１ =nan 存在の場所、移動の着点、接触の対象
処格２ =nantï 事態の場所、期間、範囲
方向格 =kach
移動の着点、移動の方向、移動の目的、態度の対象、接触の対象、
変化の結果
奪格 =kara
移動の起点、移動の経路、変化の起点、時間の起点、情報の起点、
範囲の起点、原料、順序
限界格 =gadï 事態の終了時点、移動の終点、範囲の終点、意外性
比較格 =ikma 比較の基準
母音に後続する場合、主格２と与格が同形式になる。意味的に齟齬が生じなければどち
らの解釈も可能になるのか、それとも、語順や項の出没などの他の要因から解釈が限定さ
れるのかについてさらに調査する必要がある。また、形式名詞neeの現れる条件について
も精査する必要がある。さらに、有生性の階層に照らして主格に=ga/=nuの両方が用いう
る場合、=ga/=nuの違いは何かについても、情報構造及び述語タイプの観点からデータを
追加し、より詳細に分析する必要がある。統語的な文法関係、語順の記述についても今後
の課題としたい。
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グロス略号一覧
グロス 英訳 意味 グロス 英訳 意味
１ first	person 一人称 LMT limitative 限界格
２ second	person 二人称 LOC locative 処格
ABL ablative 奪格 MOOD mood ムード
ACC accusative 対格 NEG negative 否定
ADD additive 添加 NMLZ nominalizer 名詞化
ADJ adjectivizer 形容詞化 NOM nominative 主格
ALL allative 方向格 NPST non-past 非過去
ADN adnominal 連体 PASS passive 受身
ADVRS adversative 逆接 PL plural 複数
ASS assertive 断定 POSS possessive 所有
BEN benefactive 受益 POT potential 可能
CAUS causative 使役 PROG progressive 進行
CMPR comparative 比較格 PROH prohibitive 禁止
COM comitative 共格 PST past 過去
COND conditional 条件 PURP purposive 目的
CSL causal 理由 QUOT quotative 引用
DAT dative 与格 RED reduplication 重複
DES desiderative 願望 REP reportative 伝聞
DU dual 双数 RES resultative 結果
DUB dubitative 疑念 SEQ sequential 継起
FN formal	noun 形式名詞 SFP sentence	final	particle 文末助詞
FOC focus 焦点 SG singular 単数
GEN genitive 属格 STV stative	verb 状態動詞
HAB habitual 習慣 TOP topic 主題
HON honorific 尊敬 YNQ yes-no	question 真偽疑問
IMP imperative 命令 - 接辞境界
INF infinitive 不定形 = 接語境界
INFER inferative 推量 + 複合語境界
INST instrumental 具格 ~ 重複境界
INT intentional 意志 ?? 不明
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